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(57)【要約】
【課題】低温領域で安定したシール性を発現するヒートシール紙等に好適なポリオレフィ
ン合成パルプを得ることを目的とする。
【解決手段】本発明は、下記要件（Ｉ）～（ＩＶ）を満たすエチレンと炭素数４～１０の
α－オレフィンとの共重合体（Ａ）を含むポリオレフィン合成パルプに係る。
　（Ｉ）１９０℃における２．１６ｋｇ荷重でのメルトフローレート（ＭＦＲ）が０．１
～１００ｇ／１０分の範囲である。
　（ＩＩ）密度（Ｄ）が８６０～９３０ｋｇ／ｍ3の範囲である。
　（ＩＩＩ）ＧＰＣで測定した重量平均分子量と数平均分子量との比（Ｍｗ／Ｍｎ）が１
．５０～３．００の範囲である。
　（ＩＶ）温度上昇溶離分別（ＴＲＥＦ）によって得られる溶出曲線において、最もピー
ク強度の強いピークの高さ（Ｈ）と、該ピークの１／２の高さにおける幅（Ｗ）との比（
Ｈ／Ｗ）と密度（Ｄ）とが、下記の関係式を満たす。
　０．０１６３×Ｄ－１４．５０≦Ｌｏｇ10（Ｈ／Ｗ）≦０．０１６３×Ｄ－１３．２１
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記要件（Ｉ）～（ＩＶ）を満たすエチレンと炭素数４～１０のα－オレフィンとの共
重合体（Ａ）を含むポリオレフィン合成パルプ。
　（Ｉ）１９０℃における２．１６ｋｇ荷重でのメルトフローレート（ＭＦＲ）が０．１
～１００ｇ／１０分の範囲である。
　（ＩＩ）密度（Ｄ）が８６０～９３０ｋｇ／ｍ3の範囲である。
　（ＩＩＩ）ＧＰＣで測定した重量平均分子量と数平均分子量との比（Ｍｗ／Ｍｎ）が１
．５０～３．００の範囲である。
　（ＩＶ）温度上昇溶離分別（ＴＲＥＦ）によって得られる溶出曲線において、最もピー
ク強度の強いピークの高さ（Ｈ）と、該ピークの１／２の高さにおける幅（Ｗ）との比（
Ｈ／Ｗ）と密度（Ｄ）とが、下記の関係式を満たす。
　０．０１６３×Ｄ－１４．５０≦Ｌｏｇ10（Ｈ／Ｗ）≦０．０１６３×Ｄ－１３．２１
【請求項２】
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）１００重量部に対して、ポリビニルアルコー
ルを０．０１～１０重量部含む請求項１に記載のポリオレフィン合成パルプ。
【請求項３】
　ポリオレフィン合成パルプの平均繊維長が０．１～１０ｍｍである請求項１または２に
記載のポリオレフィン合成パルプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セパレータ、ヒートシール紙等に好適なヒートシール性を有するポリオレフ
ィン合成パルプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリエチレンを原料とする合成パルプは、単独であるいは紙の原料となるパルプ（セル
ロース）と混抄して、電池用セパレータ、成形ボード、ティーバッグ紙、滅菌紙、壁紙、
ヒートシール紙等の原料として広く使用されている。
【０００３】
　ヒートシール性を改良したポリオレフィン合成パルプとして、密度が０．９００～０．
９８０ｇ／ｃｍ3、及び分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５～３．５の範囲にあるエチレ
ン・α－オレフィン共重合体からなるポリオレフィン合成パルプが提案されている（特許
文献１：特開平９－１５７９４６号公報）。
【０００４】
　一方、ポリエチレンを原料とする合成パルプに比べて、低温から高温迄の幅広い温度領
域で安定したヒートシール性を示すポリオレフィン合成パルプとして、α，β‐不飽和カ
ルボン酸含有量が１～２０重量％のエチレン・α，β‐不飽和カルボン酸共重合体をフラ
ッシュ法によってパルプ状に形成した分岐状繊維からなるポリオレフィン合成パルプも提
案されている（特許文献２：特開２００１－８１６２７号公報）。
【０００５】
　しかしながら、用途によっては、更に低温領域で安定したシール性およびホットタック
性を発現するヒートシール紙が要望されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平９－１５７９４６号公報
【特許文献２】特開２００１－８１６２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　本発明は、低温領域で安定したシール性を発現するヒートシール紙等に好適なポリオレ
フィン合成パルプを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、下記要件（Ｉ）～（ＩＶ）を満たすエチレン・α－オレフィン共重合体を含
むポリオレフィン合成パルプに係る。
　（Ｉ）１９０℃における２．１６ｋｇ荷重でのメルトフローレート（ＭＦＲ）が０．１
～１００ｇ／１０分の範囲である。
　（ＩＩ）密度（Ｄ）が８６０～９３０ｋｇ／ｍ3の範囲である。
　（ＩＩＩ）ＧＰＣで測定した重量平均分子量と数平均分子量との比（Ｍｗ／Ｍｎ）が１
．５０以上３．００以下の範囲である。
　（ＩＶ）温度上昇溶離分別（ＴＲＥＦ）によって得られる溶出曲線において、最もピー
ク強度の強いピークの高さ（Ｈ）と、該ピークの１／２の高さにおける幅（Ｗ）との比（
Ｈ／Ｗ）と密度（Ｄ）とが、下記の関係式を満たす。
　０．０１６３×Ｄ－１４．５０≦Ｌｏｇ10（Ｈ／Ｗ）≦０．０１６３×Ｄ－１３．２１
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のポリオレフィン合成パルプは、低温領域で安定したシール性を発現するヒート
シール紙に好適なポリオレフィン合成パルプを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜エチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）＞
　本発明のポリオレフィン合成パルプの原料となるエチレン・α－オレフィン共重合体（
Ａ）は、下記要件（Ｉ）～（ＩＶ）を満たす、エチレンと炭素数４以上、好ましくは炭素
数が６～１０のα－オレフィンとの共重合体である。
【００１１】
　エチレンと共重合されるα－オレフィンとしては、具体的には、１－ブテン、３－メチ
ル－１－ブテン、１－ペンテン、４－メチル－１－ペンテン、１－ヘキセン、１－オクテ
ン、１－デセン等をあげることができる。
【００１２】
　（Ｉ）１９０℃における２．１６ｋｇ荷重でのメルトフローレート（ＭＦＲ）が０．１
～１００ｇ／１０分の範囲、好ましくは０．５～２０ｇ／１０分の範囲である。
　（ＩＩ）密度（Ｄ）が８６０～９３０ｋｇ／ｍ3、好ましくは８８０～９２０ｋｇ／ｍ3

の範囲である。
　（ＩＩＩ）ＧＰＣで測定した重量平均分子量と数平均分子量との比（Ｍｗ／Ｍｎ）が１
．５０～３．００、好ましくは１．５０～２．３０の範囲である。
【００１３】
　本発明に係るエチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）の重量平均分子量と数平均分子
量との比（Ｍｗ／Ｍｎ）はウォーターズ社製Ａｌｌｉａｎｃｅ　ＧＰＣ　２０００を用い
、以下のようにして測定した。分離カラムは、ＴＳＫｇｅｌＧＭＨ６－ＨＴを２本及びＴ
ＳＫｇｅｌＧＭＨ６－ＨＴＬを２本であり、カラムサイズはそれぞれ内径７．５ｍｍ、長
さ３００ｍｍであり、カラム温度は１４０℃とし、移動相にはｏ－ジクロロベンゼン（和
光純薬工業）および酸化防止剤としてＢＨＴ（武田薬品）０．０２５重量％を用い、１．
０ｍｌ／分で移動させ、試料濃度は０．１５重量％とし、試料注入量は０．５ｍｌとし、
検出器として示差屈折計を用いた。分子量計算は、ユニバーサル校正して、ポリエチレン
に換算した値である。
【００１４】
　（ＩＶ）温度上昇溶離分別（ＴＲＥＦ）によって得られる溶出曲線において、最もピー
ク強度の強いピークの高さ（Ｈ）と、該ピークの１／２の高さにおける幅（Ｗ）との比（
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Ｈ／Ｗ）と密度（Ｄ）とが、下記の関係式を満たす。
　０．０１６３×Ｄ－１４．５０≦Ｌｏｇ10（Ｈ／Ｗ）≦０．０１６３×Ｄ－１３．２１
【００１５】
　温度上昇溶離分別（ＴＲＥＦ）は、α－オレフィン含量の多い成分ほど低温にて溶出し
、α－オレフィン含量の少ない成分ほど高温にて溶出する。Ｈ／Ｗは温度上昇溶離分別（
ＴＲＥＦ）によって得られる溶出曲線において、最もピーク強度の強いピークの高さ（Ｈ
）と、最もピーク強度の強いピークの１／２の高さにおける幅（Ｗ）との比で表されるの
で、同等の密度のエチレン系共重合体で比較した場合、Ｈ／Ｗが大きいほどα－オレフィ
ンは均一に分子鎖中に導入されており、組成分布は狭くなる。
【００１６】
　Ｈ／Ｗは得られるエチレン系共重合体の組成分布に強く依存しており、この組成分布は
触媒の活性点が均一になれば狭くなり、不均一になれば広くなることが知られている。
　なお、本発明において、Ｈ／Ｗは以下のようにして決定した。
【００１７】
　温度上昇溶離分別（ＴＲＥＦ）による溶出曲線は、Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＣｈＡＲ社製クロ
ス分別クロマトグラフ装置ＣＦＣ２型を用いて、以下条件で測定した。
検出器　：　赤外分光計ＩＲ４（Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＣｈＡＲ社製）、３．４２μｍ
ＳＥＣカラム：　Ｓｈｏｄｅｘ ＡＴ－８０６Ｍ×３本（昭和電工社製）、１４０℃
溶離液　：　ｏ－ジクロロベンゼン
流速　　：　１．０ｍＬ／ｍｉｎ
試料濃度：　４ｍｇ／ｍＬ
注入量　：　０．５ｍＬ
降温時間：　１４０℃から０℃へ１４０分で冷却し、その後３０分間０℃に保持
溶出区分：　０，５，１０，１５，２０，２５，３０，３５，４０，４５，４９，５２，
５５，５８，６１，６４，６７，７０，７３，７６，７９，８２，８５，８８，９１，９
４，９７，１００，１０２，１２０，１４０℃
【００１８】
　測定詳細は、試料を１４０℃で溶解し、測定装置内のサンプルループ内に注入する。試
料溶液は、装置付属のＴＲＥＦ分離カラムに注入される。次に、試料溶液を１℃／ｍｉｎ
の速度で１４０℃から０℃の温度まで冷却し、不活性担体にコーティングさせる。このと
き、高結晶性成分から低結晶性成分の順で不活性担体表面にポリマー層が形成される。Ｔ
ＲＥＦ分離カラムが０℃で更に３０分間保持された後、０℃の温度で溶解している成分が
、１ ｍｌ／分の流速でＴＲＥＦ分離カラムからＳＥＣ分離カラムへ注入される。ＳＥＣ
分離カラム内で分子サイズでの分別が行われている間に、ＴＲＥＦ分離カラムでは次の溶
出温度に昇温され、その後保持される。溶出温度は上記の温度で段階的に昇温される。各
温度で溶出した成分の分子量を測定し、汎用較正曲線を使用して、ポリエチレン換算分子
量を求めた。ＳＥＣ分離カラムを通過した試料溶液は、赤外分光光度計でポリマーの濃度
に比例する吸光度が測定され（波長３．４２μｍ）、各溶出温度区分のクロマトグラムが
得られる。内蔵のデータ処理ソフトを用い、上記測定で得られた各溶出温度区分のクロマ
トグラムのベースラインを引き、演算処理される。各クロマトグラムの面積が積分され、
積分溶出曲線が計算される。また、この積分溶出曲線を温度で微分して、微分溶出曲線が
計算される。
【００１９】
　次に、得られた微分溶出曲線の作図を、横軸に溶出温度を１００℃当たり８９．３ｍｍ
、縦軸に微分量（全積分溶出量を１．０に規格し、１℃の変化量を微分量とした）０．１
当たり７６．５ｍｍで行い、この微分溶出曲線のピーク高さ（ｍｍ）を１／２高さの幅（
ｍｍ）で除した値をＨ／Ｗとした。
【００２０】
　本発明に係るエチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）には、本発明の目的を損なわな
い範囲で、通常用いられる酸化防止剤、帯電防止剤、スリップ剤、耐候安定剤、親水化剤
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等の種々公知の添加剤を必要に応じて配合してもよい。
【００２１】
　〈エチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）の製造方法〉
　本発明に係るエチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）は、具体的には、例えば、特開
２００８－２３１２６４号公報に記載された方法である、
（Ａ）架橋型メタロセン化合物、並びに
（Ｂ）（ｂ－１）有機アルミニウムオキシ化合物、
（ｂ－２）前記メタロセン化合物（Ａ）と反応してイオン対を形成する化合物、および
（ｂ－３）有機アルミニウム化合物
とから選ばれる少なくとも１種以上の化合物とからなるオレフィン重合用触媒の存在下に
、エチレンおよびα―オレフィンから選ばれる１種以上のモノマーを１２０～３００℃の
温度で溶媒の共存下で溶液重合することによって製造することができる。
【００２２】
　＜ポリオレフィン合成パルプ＞
　本発明のポリオレフィン合成パルプは、前記エチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）
を含む合成パルプであり、１本の繊維の最長部分の平均値（以下、「平均繊維長」という
。）が、通常０．０５～５０ｍｍであり、０．０５～１０ｍｍであるのが好ましく、０．
１～１０ｍｍであるのが特に好ましい。平均繊維長がこの範囲にあれば、当該合成パルプ
としたときに適度な嵩高性を有するので好ましい。
【００２３】
　本発明のポリオレフィン合成パルプの平均繊維長は以下の手順で求めた。
　濃度０．０２重量％になるようにポリオレフィン合成パルプを水に分散し、フィンラン
ド国のメッツォ社製自動繊維測定機（製品名；ＦｉｂｅｒＬａｂ）で合成パルプを構成す
る繊維の一本一本の繊維の長さを測定した。当該測定機では、キャピラリー中を流れる際
の繊維にキセノンランプ光を照射してＣＣＤ（電荷結合素子）センサーで映像信号を採取
し、画像解析した。繊維の長さは０．０５ｍｍ刻み（級）で、繊維の長さと各繊維の長さ
に該当する繊維の存在率（％）の両方が測定され、これをもとに以下の式により平均繊維
長が得られる。測定は、約２００００本の繊維について行った。
　平均繊維長（mm）＝Σ（Ｎｎ×Ｌｎ2）／Σ（Ｎｎ×Ｌｎ）
　Ｎｎ：各級の繊維本数
　Ｌｎ：各級の繊維長（ｍｍ）
【００２４】
　本発明のポリオレフィン合成パルプには、本発明の目的を損なわない範囲において他の
種々の化合物を含有していても良い。例えば、従来公知の抗菌剤、耐熱安定剤、耐候安定
剤、各種安定剤、酸化防止剤、分散剤、帯電防止剤、スリップ剤、アンチブロッキング剤
、防曇剤、滑剤、染料、顔料、天然油、合成油、ワックス、充填剤等が挙げられる。これ
らは複数の化合物を含有していても良く、その含有量は目的に応じて適宜選択できる。
【００２５】
　〈ポリオレフィン合成パルプの製造方法〉
　本発明のポリオレフィン合成パルプは、種々の方法により得られるが、通常はフラッシ
ュ法で製造することが可能である。フラッシュ法とは、高圧で溶媒に溶解したポリマーを
減圧することで溶媒を揮散させ、さらに必要に応じワーリング・ブレンダー、ディスクリ
ファイナー等にて繊維を切断および叩解する方法である。特に、特開昭４８-４４５２３
号公報に記載されているような方法により、ポリオレフィン溶液を懸濁剤の存在下、水媒
体に分散させたものをフラッシュさせると、繊維状物質が乱雑に分岐した形状を有する本
発明に係る合成パルプが得られる。
【００２６】
　フラッシュ法は、具体的には、水とポリビニルアルコールなどの懸濁剤の存在下に前記
エチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）溶液をフラッシュする。最初に、原料となる前
記エチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ）を、該共重合体を溶解可能な溶剤に溶解し、
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前述した懸濁剤及び水を加えてエマルジョンとする。
【００２７】
　溶剤としては、ブタン、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、シクロヘキサン等
の飽和炭化水素系、ベンゼン、トルエン等の芳香族系、塩化メチレン、クロロホルム、四
塩化炭素等のハロゲン化炭素類等の中から、前記エチレン・α－オレフィン共重合体（Ａ
）を溶解せしめ、且つ、フラッシュ時に揮発し得られた繊維の集合体に残存しにくいもの
を適宜選択する。
【００２８】
　懸濁剤の添加量は、繊維中、懸濁剤が０．１～５重量％となる量とするのが好ましい。
製造過程において、添加した懸濁剤の一部が抜けるような操作をする場合は多めに添加す
る等、適宜調整し添加する。添加量の目安としては、前記エチレン・α－オレフィン共重
合体（Ａ）１００質量部に対して０．１～１０質量部である。懸濁剤を添加することによ
り、エマルジョンを安定化することができるとともに、フラッシュ後の繊維切断を水中で
安定的に行うことができる。
【００２９】
　次に、得られたエマルジョンを、１００～２００℃、好ましくは１３０～１５０℃に加
熱し、圧力（絶対圧力）０．１～５ＭＰａ、好ましくは圧力０．５～１．５ＭＰａの加圧
状態にし、ノズルより減圧下へ噴出（フラッシュ）すると同時に溶剤を気化させる。減圧
の条件は、圧力１ｋＰａ～９５ｋＰａとすることが好ましく、噴出先は窒素雰囲気等の不
活性雰囲気であることが好ましい。本発明において、「圧力」とは絶対圧力のことを示す
。
【００３０】
　上記のようにしてフラッシュすることにより、分岐構造を有する不定長の繊維が得られ
るが、この繊維は、さらにワーリング・ブレンダー、ディスクリファイナー等にて切断お
よび叩解して、所望の長さにすることが好ましい。そのとき、繊維を０．５～５ｇ／リッ
トル濃度の水スラリーとして上記切断・叩解処理を行うことが好ましい。乾燥後、所望に
よりミキサー等によって開綿してもよい。
【００３１】
　以上説明した方法によれば、本発明に係るポリオレフィン合成パルプを好ましく製造す
ることができる。
　尚、本発明のポリオレフィン合成パルプに、前記の添加剤を混合する場合には、エマル
ジョンの段階で添加するのが好ましい。そうすることで分岐状繊維に成形した後も添加剤
の効果を長期間保持することが可能となる。
【００３２】
　本発明のポリオレフィン合成パルプは、（１）それ単独で添加剤として、あるいは単独
シートとして用いられる他、（２）天然パルプや有機繊維、無機繊維、無機粉体等との混
合物や混抄シート、さらに（３）単独シートあるいは混抄シートと別のシートとの積層体
等の形態にして使用することができる。
【００３３】
　本発明のポリオレフィン合成パルプの具体的な用途として次の例を挙げることができる
。
（１）シート状にして、電池用セパレータ、成形ボード、ティーバッグ紙、滅菌紙、乾燥
剤包装袋等の製造に用いるヒートシール紙にする。
（２）乾燥粉砕後に綿状にして、塗料のタレ防止剤、シーラー、シーラント、コーキング
材、接着剤等の増粘用添加剤とする。
（３）木材パルプ等の天然パルプと混抄して、ラベル紙、ティッシュペーパー、タオルペ
ーパー、ワイプ等の耐水紙にする。
（４）他の合成繊維と混抄して、合成紙、インモールドラベル紙にする。
（５）粉砕パルプ等と混合した後にマット状にして、水、油、溶剤、尿などを吸収する吸
水シートもしくは吸水マットにする。
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（６）解繊繊維等と混合して、電線ケーブル被覆材、絶縁紙、ブックカバー等の乾式バイ
ンダーにする。
（７）ファイバーセメント等のセメント添加剤にする。
（８）気体用フィルター、液体用フィルター、マスク、セラミックスペーパー等のフィル
ター材にする。
（９）その他、紙皿などの成形板紙、壁紙、クッションフロアーの裏打ち材、壁材の補強
用繊維、タイルグラウト、濾過助剤等にする。
【００３４】
　本発明のポリオレフィン合成パルプを用いて、ポリオレフィン合成パルプ単独タイプ、
混抄タイプおよび二層タイプのヒートシール紙を好適に製造することができる。混抄タイ
プの場合には、ポリオレフィン合成パルプ以外の繊維状物としては、特に限定はされない
が、ポリエステル繊維、ポリアミド繊維、ポリオレフィン繊維などの合成繊維；針葉樹晒
クラフトパルプ（ＮＢＫＰ）、広葉樹晒クラフトパルプ（ＬＢＫＰ）、アバカパルプなど
のパルプ；ガラス繊維、炭素繊維などの無機繊維などが挙げられる。
【００３５】
　本発明のポリオレフィン合成パルプを上記他の繊維状物と混繊することにより得られる
混抄タイプのヒートシール紙は、高融点で、低温ヒートシール性に劣るポリエステル繊維
、ポリアミド繊維、ポリオレフィン繊維からなる不織布のヒートシール性が改良され、ま
た、本質的に融点を有せずヒートシール性がないパルプからなる紙に、ヒートシール性を
付与される。混抄タイプの場合には、本発明のポリオレフィン合成パルプを５～９５質量
％、好ましくは２０～８０質量％の範囲、他の繊維状物を９５～５質量％、好ましくは８
０～２０質量％の範囲で含む。
【００３６】
　二層タイプの場合には、本発明のポリオレフィン合成パルプから坪量２～２０（ｇ／ｍ
2）のシートを成形し、そのシートをセルロースパルプ等から成形した基材繊維層の少な
くとも一方の面に積層し、加熱オーブン、熱ロール等の手段によって熱処理して両層を一
体化した積層体である。この積層体は、合成パルプ層と基材繊維層との間の層間接着強度
が高く、また使用時のヒートシール工程で熱板に融着して生産効率を低下させることもな
く、高いシール強度でヒートシールすることができる。なお、基材繊維層の両面に合成パ
ルプ層を積層させ、三層構成として両面にヒートシール性を付与することも可能である。
【００３７】
　ポリオレフィン合成パルプ単独タイプ、混抄タイプおよび二層タイプのヒートシール紙
は、それの持つ優れたヒートシール性を利用して、袋体等の製造用原料紙として広く利用
することができ、例えば、ティーバッグ、滅菌器具を入れる袋、乾燥剤を入れる袋に好適
に使用できる。
【実施例】
【００３８】
　以下、実施例に基づいて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例
に限定されるものではない。
　なお、実施例および比較例における合成パルプおよび混抄タイプのヒートシール紙の物
性等の測定は、下記の方法により行なった。
【００３９】
　（１）平均繊維長
　ポリオレフィン合成パルプの平均繊維長は、フィンランド国、メッツォ社製Ｆｉｂｅｒ
Ｌａｂ型自動繊維長測定機を用いて測定した。平均繊維長は、重量平均として表わされる
。
【００４０】
　（２）カナダ標準フリーネス（ＣＳＦ）
　カナダ標準フリーネスは、ＪＩＳ　Ｐ　８１２１に準拠して測定した。
【００４１】
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　（３）ヒートシール強度
　［ヒートシール方法］
　テスター産業（株）製のヒートシール試験機を使用し、下記の条件でヒートシールを行
なった。
　シールバー幅：10.0mm
　シール圧力　：0.1MPa
　シール時間　：1.0秒
　シール温度　：上部バーおよび下部バーを同一温度として、110℃、120℃、130℃
【００４２】
　［ヒートシール強度の測定］
　定速度引張試験機を用いて、上記条件でヒートシールを行なった試験紙の引張剥離試験
を下記の条件で行なった。
　試験紙形状　　　：幅15mm 、長さ50mm
　引張速度　　　　：100mm / 分
　測定時雰囲気温度： 23℃
【００４３】
　〔実施例１〕
　＜ポリオレフィン合成パルプの製造＞
　じゃま板を具備した80リットル容量の撹拌機付オートクレーブ中に、n-ヘキサン20リッ
トル（23℃）、水20リットル（23℃）、エチレン・１－オクテン共重合体［MFR（ASTM D 
1238-89, 190℃, 2.16kg荷重）= 2.1g / 10分、密度 = 909kg / m3、分子量分布（Ｍｗ /
 Ｍｎ）＝ 2.2、log（Ｈ/Ｗ）＝ 0.55］ 1,000g、ポリビニルアルコール［PVA，ケン化度
：99％ 、4％水溶液粘度（20℃）：4.6～ 6.0cPs、商品名ゴーセノールNL-05、日本合成
化学工業（株）製］5gを投入し、回転数400 rpmで撹拌しながら、混合液の液温が140℃ 
になるまで昇温し、この温度で、さらに30分間撹拌を続けることにより、懸濁液を得た。
【００４４】
　次いで、この懸濁液を、オートクレーブに取り付けられた直径3mm 、長さ6mmのノズル
よりパイプを経て、窒素雰囲気下、かつ、-55kPaの減圧下にあるドラム内に噴出（フラッ
シュ）させて、繊維状物を得た。
【００４５】
　得られた繊維状物を受容器内で3g / リットル濃度の水スラリーとした後、直径12イン
チのディスク型リファイナーで叩解し、エチレン・１－オクテン共重合体合成パルプを得
た。得られたエチレン・１－オクテン共重合体合成パルプの物性を第1表に示す。
【００４６】
　上記の方法で得られたエチレン・１－オクテン共重合体合成パルプ1.50gと木材パルプ
（針葉樹晒クラフトパルプ、NBKP、CSF = 410 mL）2.25gとを、水２リットルとともにJIS
型パルパー中に加え、10分間撹拌混合して水スラリーを得た。
【００４７】
　次いで、この水スラリーを250mm×250mmの角型抄紙機を用いて、坪量60g /m2の混抄タ
イプのヒートシール紙を作製した。この混抄タイプのヒートシール紙を表面温度100 ℃ 
の回転型乾燥機で乾燥した。
　上記のようにして得られたヒートシール紙について、ヒートシール強度を上述した測定
方法で測定した。その結果を表1に示す。
【００４８】
　〔比較例１〕
　実施例１で用いたエチレン・１－-オクテン共重合体に替えて、表１に示すエチレン・
１－ヘキセン共重合体を用いる以外は、実施例１と同様に行いポリオレフィン合成パルプ
、及び混抄タイプのヒートシール紙を得た。得られたヒートシール紙の物性を前記方法で
測定した。結果を表１に示す。
【００４９】
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　〔比較例２〕
　実施例１で用いたエチレン・１－オクテン共重合体に替えて、表１に示すエチレン・４
－メチル－１－ペンテン共重合体を用いる以外は、実施例１と同様に行い合成パルプ及び
混抄タイプのヒートシール紙を得た。得られたヒートシール紙の物性を前記方法で測定し
た。結果を表１に示す。
【００５０】
【表１】
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